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屋 号：エムアンドアイ（Management＆Inｎovation）
氏 名： 岩﨑正博 （いわさき まさひろ）

最終勤務会社：群馬県内のカーエアコンシステム、自販機、
冷凍・冷蔵ショーケース製造会社

一貫してモノづくり分野にて４０年間勤務

取得資格：群馬ものづくり改善ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰNo.83、１級ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ・ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ技能士、
公害防止管理者、第1種衛生管理者、防火管理者、ＥＣＯ検定、ＱＣ検
定、キャリアカウンセラー、メンタル心理カウンセラー 他

自己紹介書



年 月 日 業務内容（実績） 習得技術・知見・知識

第1期

1974.4
～
1996.9

『万年赤字工場の建て直し黒字化実現』
入社（1974.4.1付）

金型、生産設備製作、部品加工（一貫加工）

技術課長 金型・設備設計・営業技術
営業係長 金型設計 金型外販営業
工機部門 金型工程 現業部門で研修

工機工場 工場長

工場経営、金型、生産設
備、部品生産供給、管理
技術、営業管理、営業技
術、外販得意先開拓、金
型海外調達（台湾、韓国、
中国）
ﾌﾟﾚｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、ﾀﾞｲｷｬｽﾄ
金型設計技術、金型製作
技術、設備製作技術

第2期

1996.9
～
2004.9

『環境と産業の矛盾なき共存の事業所建設』
工場用地開発、事業所建設

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ、事業所統括部長

工場建設 企画・運営

事業所の企画ﾚﾍﾞﾙの利益
創出の改革活動、工場企
画、事業所建設、トヨタ
自動車と基本計画書策定
海外現法支援（米、ｱｼﾞ
ｱ）



年 月
日

業務内容（実績） 習得技術・知見・知識

第3期

2004.9
～
2011.9

『トヨタ式モノづくり人材の育成』
カーエアコン用部品製造子会社 代表取締役
『環境と産業の矛盾なき共存の実現サポート』

環境保全子会社 代表取締役

子会社経営

会社経営全般、ものづくり、
人材育成、改善改革手法で
トヨタ式導入実践、請負業、
人材派遣業、警備業、海外
現法支援（中国、ﾏﾚｰｼｱ他）

第4期

2011.9
～
2014.9

『産学官金連携で企業価値向上』
再開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

創業の地再開発・製造子会社再編

経営戦略企画、産官学金と
の交流（国、県、市、大学、
金融機関 他）

2014.9
～

現在

会社退職（2014.9.20付）

個人事業主 ｴﾑ ｱﾝﾄﾞ ｱｲ 起業
経営コンサルタント

2024年で10年経過 生涯現役の気概で

製造業40年・コンサル
10年の経験・知見を活
かし多くの企業様に貢
献させて頂く



過去9年間の新現役交流会に参加させて頂いて

起業の思い⇒製造業40年の経験・知見を
活かし多くの企業様に貢献させて頂く



・新現役交流会参加のきっかけ

１．東京大学主宰「ものづくりインストラクター養成スクール」
現役時代の最後の仕事「産官学金連携」での企業価値向上の模索の
中で、元東京大学名誉教授藤本隆宏先生と出会う。

⇒現役時代で得たノウハウをしっかり整理して社会に還元
⇒群馬ものづくり改善インストラクタースクールに参加

２．県内地方銀行に関東経済産業局から出向中の方との出会い。
まだ地方では揺籃期の「新現役交流会」への参加の依頼。

⇒退職後の進路を熟慮している時の自分への後押し
⇒不安の中での決断・製造業を主体に参加

・人との出会いは人生の岐路で大きな影響があることを実感



世界ＧＤＰの推移
1990年代第2位から
2010年中国に抜かれ第3位
2023年ドイツに抜かれ第4位

日本



業種別GDP構成比の変化

製造業は全ＧＤＰの２割を占め、日本の経済を支える



日本製造業名目労働生産性の推移

製造業（モノづくり）の従事者は必死で頑張っている
（苦闘の30年・失われた30年ではない）
⇒１人の力は小さいが何とか応援したい⇒新現役の役割



新現役交流会参加企業課題一覧について

表面的な課題は整理されているが、本質は多くの企業は人材の不足、育成に時間が取れない

⇒参加企業の課題の本質を“考えて考えて考え抜く”



出席希望登録票の記入事例

「ものづくりはひとづくり」を基本に必ず人材育成の必要性を入れる

⇒支援させていただくことで必ず未来が明るいと思って頂く

「新現役交流会」に参加してくる社長は一大決心をして参加している

⇒不得意な会社にはエントリーしない



一次面談のポイント

・参加企業課題一覧から事前に調べられる情報は徹底的に調べる
・更に課題表の本質を“考えて考えて考え抜く”
・最初の社長の話はしっかりお聞きする
・自己紹介資料は必ず準備する（その場にいる方全員に配布する）

・話のストリーをいくつか考える
（社長の話をしっかりお聞きし、ストーリーを考える）

・課題対しての支援の方向性に関する資料も準備する
（話の流れでは使用しない方がいい時もある⇒時間に限りあり）

・同席の支援機関の方にも配慮（社長の最終判断に影響する）

⇒一次面談で方向性がマッチングしないとここで終わり、全神経を集中



二次面談のポイント

・許可を頂ければ、最初に工場見学をさせて頂く
（現場を知らずしての議論は机上の空論になることも）

・今後の具体的な支援内容を資料にまとめて説明
（支援の流れ、第１回から第五回位までの支援概要）

・支援内容の希望がある場合はその場で擦り合わせする
・基本的な支援内容のプレゼン資料を用意しておく
・支援をさせて頂くことで「将来の会社の姿」をイメージ
して頂く

⇒支援させて頂くことで社長・幹部・金融機関の方に
期待を感じて頂く



二次面談資料の事例 １

「継続的に発展する会社構築」



二次面談資料の事例 ２

「継続的に発展する会社構築」



最後に新現役の皆様に

・大志を抱き ボランティアの精神で

情熱 貢献 健康

マハトマ・ガンジーの名言

明日死ぬと思って
生きなさい。

永遠に生きると思って
学びなさい。

本当の富とは、
健康のことであり、

金や銀のことではない。



ご清聴ありがとうございました。

以上

エムアンドアイ
岩﨑正博
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